
船舶事故等調査報告書 

平成２３年７月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１横第３４号 

事故等種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２３年１月１４日 ２０時１３分ごろ 

発生場所 静岡県南伊豆町石廊埼南西方沖 

 南伊豆町石廊埼灯台から真方位２４９°７.６海里付近  

（概位 北緯３４°３３.４′ 東経１３８°４２.２′） 

事故等調査の経過 平成２３年２月２５日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（横浜事務所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

液化ガスばら積船 太平
たいへい

丸、７４９トン  

１３６７１５、イイノガストランスポート株式会社 

乗組員等に関する情報 船長、三級海技士（航海） 

機関長、四級海技士（機関） 

死傷者 なし 

損傷 ＣＰＰ作動油リリーフ弁出口配管継ぎ手部折損 

事故等の経過 本船は、船長及び機関長ほか４人が乗り組み、石廊埼南西方沖を西南西

進中、平成２３年１月１４日２０時１３分ごろ、ＣＰＰ変節油タンクの油

面低下警報装置が作動して翼角制御が不能となった。 

機関室で当直していた機関長は、警報を聞いてＣＰＰ周辺機器を点検

し、リリーフ弁出口配管付近から作動油が噴出しているのを認め、主機及

びＣＰＰ作動油ポンプを停止した。 

本船は、船上での修理が不可能であると判断し、えい
．．

航会社に救助を要

請し、えい
．．

船に引かれて静岡県静岡市清水港に入港した。 

気象･海象 気象：天気 曇り、風向 西北西、風力 ５ 

海象：波高 約３ｍ 

その他の事項 本船は、本インシデント後、リリーフ弁周辺を点検したところ、次のこ

とが判明した。 

・リリーフ弁出口配管継ぎ手部折損 

・変節軸への給油配管のフィルター及びＣＰＰ変節油タンク内吸入フル

ターの目詰まり、閉塞 

機関長は、給油ラインのフィルター及びＣＰＰ変節油タンク内吸入フィ

ルターを本インシデントの約２年前に取り替えた。 

本船は、入渠した際にＣＰＰ変節油タンク内の点検及び掃除を毎回行っ

ていた。 

ＣＰＰ変節油タンクの容量は１３０ℓで、通常約１２０ℓで使用し、油面

低下警報装置が作動する油量は５０ℓであった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

あり 

なし 

 本船は、石廊埼南西方沖を航行中、ＣＰＰ油圧



配管が折損したことから、作動油が漏えい
．．

して同

タンクの油面が低下し、警報装置が作動するとと

もに翼角制御が不能となったものと考えられる。 

本船は、ＣＰＰ変節油タンクの吸入フィルター

が閉塞して作動油タンクの振動が増加し、油圧配

管が折損した可能性があると考えられる。 

原因  本インシデントは、夜間、本船が、石廊埼南西方沖を航行中、ＣＰＰ油

圧配管が折損したため、作動油が噴出してＣＰＰ変節油タンクの油面が低

下し、翼角制御が不能となったことにより発生したものと考えられる。 

 




